本学所蔵エジプト考古学の稀覯書 by 佐々木,憲一
一図書館特別資料紹介 一
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佐 々木 憲一*
明治大学 図書館 では、ナポ レオ ン1世 エ ジ プ ト侵攻(1798-9)に 参 加 した フ
ラ ンス人研 究者 達 に よ る 『エ ジ プ ト誌 』Descriptiondel'磁yp∫ ε1初版(1809-
22)や 、19世 紀 末 ・20世 紀 初頭 イ ギ リスの フ ランダー ス=ペ トリーFlinders
Petdeな どが執筆 した、ロ ン ドン エ ジ プ ト探検 財 団EgyptExplorationFunc
の報 告 書2な ど、 エ ジ プ ト学 の 歴史 で 画期 とな った調 査研 究 報 告 を これ ま
で 数 多 く収集 して きて お り、近 畿大 学 助教 授高 宮 いつ み先 生(当 時 明治 大
学 文学 部兼 任講 師)に よ り、『図書 の譜』前号 に適切 な紹 介 を頂 いて い る3。
今年 度 は、ナ ポ レオ ン 『エ ジ プ ト誌 』 と双壁 を成 す、19世 紀 エ ジ プ ト学
創 成期 にお け る最 高峰 の報 告書 で あ り、エ ジ プ ト学 の基盤 として の役割 を
現 代 で も担 って い る、 レプ シ ウスCarlRichardLepsius(1811-1884)著『エ
ジ プ ト ・エ チ オ ピア記念 碑 』Dε 纏頭18r醐5、4gyμ θη槻4、4砺oρ'8η4初 版 を
蔵 書 に加 え る ことが で きた。 『エ ジ プ ト誌』は時 々古 書市 場 に出回 るが 、レ
プ シ ウスは なか なか オー クシ ョンに も出 ない もので 、さ らに この2書 を両
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方所蔵 している国内の図書館は、早稲 田大学、天理大学図書館 のほか は知
られていない。本稿 ではレプシウスを中心に、『エジプ ト誌』 も含めた紹
介 を試みる。
レプシウス 『エジプ ト・エチオ ピア記念碑』は本篇(1849-1859),趣 意書
Prospectus(1849),図 版補遺SupplementaryPlates(1897-1900),本 文篇Text
(1897-1904)か らなる。図版補遺 と本文篇 は、著者の死後、弟子のスイス
人エジプ ト学者 エ ドワール=ナ ヴィーユH.重douardNavilleに よ り完成 さ
れた。本書の本文篇 を早 くから本学図書館 は所蔵 していたが、図書館特別
資料 として本篇12巻 の内、第2部 、第3部 を構成 する6巻 と、文学部研
究用基礎資料 として趣意書、図版補遺が2005年 度新たに図書館 に入った。
本学図書館のエジプ ト学 コレクシ ョンに資す るところは極 めて大 きい。
著者 レプシウスはエジプ ト学創始者の一人で、ベル リン大学教授、ベル
リン エジプ ト博物館長、ベル リン図書館長 を務 めた人である。1810年 ド
イヅNaumburgに 生 まれ、ライプチ ヒ、ゲ ッテ ィンゲ ン、ベル リンの各大
学で、比較言語学 などを修 め、1833年 に古典考古学で博士号 を授与 され
た。その後パ リへ赴 き、研究を深めた。丁度、ジャン=フ ランソワ=シ ャン
ポ リオ ンJeanFrangoisChampollion(1790-1832)が エジプ トの絵文字解読
に成功 し、その成果 を刊行 した ところであった。 レプシウスはシャンポ リ
オ ンの研究成果 を積極的に支持 し、レプシウス自らは絵文字の音節記号や
コプ ト語 との類似性 を認識、学界での古エジプ ト語 の理解 をさらに深める
ことに大 きな貢献 をした。 さらにヨー ロッパ各地で収集されていたエジプ
トの考古 ・美術資料 を実際に調べて回った。
その頃 ドイツの探検 家フンボル トAlexandervonHumboldtは プロシア
国王 フ リー ドリッヒ=ヴ ィルヘルム4世 に、ナポ レオ ン1世 の調査 の欠を
補 うためのエジプ ト遠征を提言、1841年 、弱冠31歳 の レプシウスがその
遠征の総指揮を命 じられる。 レプシウスは32歳 でベル リン大学諸節 に就
任、翌年1842年 、多数の研究者 と優秀な画家 を伴 いエジプ トに出発 する。
当初か ら1845年 までの3年 計画であったため、それ以前のエ ジプ ト遠征
では考 えられぬ くらい綿密な学術調査を、ナイル渓谷か らスーダンを対象
に行 ってい る。 その際 メンフィスだけに6ヶ 月、テーベ に7ヶ 月を費や
した。
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レプシウス遠征の最大の成果 は、初期王朝時代 ・古王国時代(第1-8王
朝、3100-2270B.C.頃)の 巨大建造物 を多数発見 した ことである。紀元前
4千 年紀 まで遡 って遺跡を徹底調査 した功績は計 り知れない。特 に、30基
の ピラ ミッ ドを新たに発見 し、 マス タバ130基 を調査 した。マスタバ と
は、初期王朝時代 に王や貴族の墓 として、古王国時代 には貴族墓 としての
み建造 された建物である。石棺 を納め る地下 の玄室 と貯蔵庫の上 に、煉瓦
や石を積み上げた建物が載る構造 をとる。地上の建物内部には偽扉 と祭壇
を備 えた礼拝室が あり、壁面 には日常生活の様子な どが描かれた。
レプシウスは王家の谷で計測をした最初の研究者であ り、寺院 の壁面の
文字や レリーフの型取 りを行 っ'た。またカル トゥーシュcartoucheと いう、
王名が記されてい る部分 も徹底的に記録 した。最終的に、完全な墓室、巨
大な彫像、大型の浮彫、パ ピルス、 レリーフの型取 り、図、図面 プラン、
地図、計15,000以 上をプロシアに持 ち帰 ることを、 当時のエジ プ ト総督
ムハ ンマ ド=ア リーか ら許 された。
この遠征 のおかげで、1850年 設立 の王立博物館エ ジプ ト部門はエジ プ
ト学を リー ドする研究機関に成長 した。1855年 、建築家 アウグス トニシュ
テー ラーの設計に より新博物館が国立ベルリン博物館群の立地す る博物館
島に開設。 これ らの収集 品を展示す るため、 レプシウスの構想 に従 って、
新博物館内に豪華な内装 を施 した展示室をシュテー ラーはデザイ ンす る。
1865年 、レプシウスはエジプ ト博物館長に就任。.翌年 またエジプ トを訪
れ、ナイル河口地域三角州の東部 とスエズ地帯の巨大建造物を調査 した。
この とき、第21王 朝(1069-945B.C.頃)時 代の首都であるタニスTanisを
発見 した。 この調査では、「カノープスCanopusの 定め」と後に呼ばれ る、
古 エジプ ト語 、ギ リシ ャ語 を含 む3ヶ 国語の碑文を発見、 ロゼ ッタ ・ス
トーンに基づ くシャンポ リオ ンの解読が正 しい ことが立証 され ることと
なった。
上記の1842-5年 、4年 間の学術調査の成果が この報告である。皇帝 ヴィ
ルヘルム4世 に、「他のいかなる類似書よ りもす ぐれた形態 と美をもつ」こ
とを要求された この報告の本篇はフォリオ版大冊(76.5×61.Ocm)12冊 で
構成 され、最大冊の第5巻 は重量約15キ ロ。全体が図版894葉 か らな り、
数多 くの彩色版 を含む。 その大 きさだ けでな く、紙 の厚 さ、三方金(天 、
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地、小 口を金にすること、fullgiltedges;ち なみにナポレオン 『エジプ ト
誌』は天、地、小 口 とも紙 の白のままである)の 装飾な ど、明 らかに 『エ
ジプ ト誌』を強 く意識 した、プロシア国家の威信 をかけて製作 された本 と
いえ る。その構成 は次の通 りであ る。
第1部(1,2巻)ト ポ グ ラ フィー と建築(地 図、絵 図、設 計
図、 地取 図な ど)
第2部(3,4巻)古 王 国(中 王 国時代 も含 む;2613-1750B.C,
頃)の 記念 物
第3部(5-8巻)新 王 国(1550-1086B。C.頃)の 記念 物
第4部(9巻)ギ リシ ア、 ローマ 時代 の記 念物
第5部(10巻)エ チオ ピ ア記 念 物(第25王 朝 系 の ピラ ミッ
ド ・寺 院 の刻画 文)
第6部(ll,12巻)ヒ エ ロ グ リ フを除 く刻文 集
この うち、本学 図書館 に今 年度 入 った の は第2,3部 の計6巻 で あ る。 第
2部 第3巻 で は 、主 として 第4,5王 朝(2613-1234B.C.頃)に属 す る、 ギ
ゼ ー、サ カ ラな どの ピラ ミッ ド壁 面 の浮 彫が 図示 されて い る。 第4巻 では
主 として 第4,5,6,12,13王 朝(第6王 朝 は2345-2181B.C.頃 、12,13王 朝
は1985-1650B.C.頃)に 属 す る、 ギゼ ー 、サ カ ラ、 メ ッッ ィン、ベ ニハ ッ
サ ン、 テーベ な どの ピラ ミッ ド壁面 の浮 彫 、巌 石文 な どを集 め る。 第3部
第5,6巻 で は、 第17～19王 朝(1650-ll86B.C.頃)系 の 、 テー ベ、 エ ル ・
カ ブ、 カル ナ ック、 セ ムネ ン、 アマ ルナ な どの寺 院、 その ほか の壁面 浮 彫
を、7,8巻 で は、第23,24,26,27,28王 朝 を除 く、第19～30王 朝 系 の テー
ベ な どの寺 院 を図示 してい る。
後 述 す るナ ポ レオ ン 『エ ジ プ ト誌』 との大 きな違 い は、 この構成 で あ る。
『エ ジ プ ト誌 』 編纂 の とき は、エ ジ プ トの絵 文字 は解読 され て いなか った
た め、古代 篇 の構 成 も地域別 、羅 列的 で あ る。 しか しレプシ ウスが この報
告書 を作 成 す る頃 に は絵 文字 の解読 が可能 な時期 で、 レ リー フその他 資 料
をすべ て年 代1頂 に配 列 した 。 おか げで 、 『神 、墓 、 学者 』 の著 者 ツ ェー ラ
ムは、 レ プシ ウスが エ ジプ トで見 た ものの秩 序 を見 いだ し、エ ジ プ ト史 を
パ ノ ラマ と して 捉 え る ことので きた最初 の学者 で あ る、 と評 価 して い る。
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レプシ ウスの報告の特色 として、全12巻 をことごとくレリー フと見取
り図などに集中 していることがあげ られる。 そして、結論めいた文章はな
い。 これはすなわち、ζの時代順配列 こそが大 きな貢献 といえるのではな
かろ うか。 レリー フなどは、石の色を忠実に写 した ものであろう、黄色系
の色刷 りが大半である。少数であるが、極彩色の壁画 などは、フルカラー
図版である。 とはいえ、『エジプ ト誌』 とは異な り、陰 をつ けず、立体的
な表現は採用 されていない。同 じ資料を扱 ってはいるが、表現方法な ど両
者 の違いは多い。
さて、比較の対象 となっているナポレオ ン 『エジプ ト誌』は、正確には
『エジプ ト誌:フ ランス軍 の遠征 中にエジプ トで行 った観察 と研究の集成』
D8∫c吻liondei'E8yμ ε,oκR6c配8〃 θ50わ∫θrvα∫'oηθ'46∫Rεch8κ鱈9配 ∫oη'
躍 如 榔 θηE8yμ6ρ8雇oη 〃'εx躍4'加η4θm㎜48助 πgo舵 といい、本学
が1995年 度に購入 したのは初版本(1809-22)で ある。
この大部な報告書 は、ナポレオンによる1798年 のエ ジプ ト侵攻 と同時
に実施 された、考古学 ・美術史、博物学、民族学に関する調査の成果をま
とめた ものである。侵攻に際 しナポレオンはフランス学士院の協力を得、
約200人 の学者、技術者、画家、製図家 らを引率 した。そ して戦争 の傍 ら
ナイル川中 ・下流域の巨大遺跡は勿論、動植物、民俗の調査を行った。調
査では、後に絵文字解読の鍵 となるロゼ ッタ ・ス トーンを含む多 くの資料
を収集 したが、帰途、ネルソン提督率いるイギ リス海軍に大敗、収集品は
すべてイ ギリスへ引き渡される。 フランスが発見 したロゼ ッタ ・ス トーン
が大英博物館で展示されている所以である。 しか し、調査の際作成 してい
た膨大 な資料を もとに、当時のフランス最高の学問水準 と技術の粋 を尽 く
して完成 した、 ナポ レオ ン勅命 の書が本報告書である。
本報告書ほ、古代篇Antiquit6s、 現代篇重tatModerne、 自然史(博 物)篇
HistoireNaturelleの3部 門構成で、各部門が複数冊の本文 と図版か ら成る。
初版はパ リの帝室印刷所で印刷 され、1814年 のナポ レオ ン失脚後 も、ル
イ18世 の王党政府によ り事業は継続 された。 したが って、本の扉の 「ナ
ポレオン皇帝の命によ り帝室印刷所で印刷」の フレーズが、「政府によ り
王室印刷所で印刷」に1814年 以降替わって いる。 そ して1822年 にや っ
と完成 した。本学所蔵の報告書 の構成 と出版年は次の通 りである。
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本 文:フ ォ リオ判(25.4×40.7cm)9冊
古代 篇 解説(Descriptions)1(1809),II(1818)
古代 篇 覚書(M6moires)1(1809),II(1818)
現 代 篇 、1(1809),II/l(1812),1レ2(1822)
博 物 篇1(1809),II(1812)
図版:グ ラ ン ド ・ア トラス判(53.4×70.2cm)ll冊
古代 篇1(1809),II(1812),III(1812),IV(1817),V(1822):
エ レ フ ァン ト判 に含 まれ る もの を入 れ て419図
現代 篇1(1809),II(1817):エ レ ファ ン ト判 に含 まれ る もの
を入 れ て170図
博物 篇1(180S),II/l(1817),IUD(1818?):224図
序文 篇(1822?)
エ レ フ ァン ト判(70.2×106.8cm)3冊
古代 篇VI:古 代 篇IV,Vお よび現代 篇IIの 大 型 図版 を含
む
古代 篇VII:古 代 篇1,II,IIIお よび現 代 篇1、 古代 篇 本文
覚書 に付加 され るべ き大型 図版 を含 む
地 図篇(1818?)=エ ジ プ ト地形 図47、 エ ジ プ ト地 図3、 そ
の他 本 文 に付加 され るべ き地形 図 を含 め、合 計52図
これ ら図版 の大半は単色の銅板 印刷であるが、手彩色 のカ ラー図版44
面が含 まれる。
天理大学富永牧太氏の調査 に拠れば、初版本 には製本の経緯によ りセ ッ
トの冊数が異なるものが知 られている。天理大学は初版本の うち、本学蔵
書 と同様のエ レファン ト判 を伴 うセ ットとそ うでないセ ットを2種 類所蔵
している。大英博物館蔵書 もエ レファン ト判 を伴わないセ ッ トである。 こ
れは、普通製本 として図版12冊 が基本的にあって、図版中 より超大型図
版のみ を抜 き出 して2冊 に まとめた もの らしい。 また地図篇 も、本学蔵の
ようにエ レファン ト判の もの と、グラン ド・ア トラス判の もの とがあるら
しい。 その刊行年 も'1828年 説がある。
なお この 『エジプ ト誌』 は、第2版 が1821年 か ら30年 にかけて刊行
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される。第2版 は、「ナポ レオン皇帝の命 により云々」の記述が扉 にな く、
出版 はパ ンクック印刷所であること、彩色図版がない こと、などの差異が
ある。本学 は所蔵 していな い。
以上、レプシ ウス 『エジプ ト・エチオピア記念碑』を中心に、ナポ レオ
ン 『エジプ ト誌』も含めた紹介 を行 った。文学部では毎年兼任講師の先生
を招聰 し、「エ ジプ トの考古学」を開講 してお り、250人 教室 を準備せね
ばならないような人気講座であ る。今回の レプシウス購入はく図書館への
貢献 はもちろん、大学の教育活動に も大 きく資す るものである。ちなみに
2006年2月1日 か ら3月27日 まで大学博物館特別展示室 を借 りて、これ
ち2書 の特別展示会を開催 したことを付記す る。
本稿の作成 にあたっては、雄松堂書店 柚木正徳氏にナポレオン 『エジ
プ ト誌』関係の参考文献渉猟な どで多大 なお世話になった。記 して感謝 し
たい。
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